
令和８年度　横浜市磯子図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・「親子で学ぶ！マイクロプラスチックで作る万華鏡
ワークショップ」の実施（８月）等

・大人向けの体験型イベントの実施（秋頃）

・園芸関連の展示の実施（３回）

・利用者参加型の展示の実施（４回）

・紹介文を添えた児童書の展示（通年）

・7,9,11,1月にまちじゅう図書館の巡回

・「夏休み!図書館の仕事体験」の実施（7月）

・「本の福袋2026」の実施（11月）

・「読書活動推進講演会」の実施（2月）

・子育て支援拠点施設（いそピヨ・保育園）と連携し
たおはなし会の実施（３回）

・一般書の大活字本を50冊購入

・まちじゅう図書館でのバリアフリー図書の巡回（３
回）

・読書バリアフリーに向けたリーフレット等の配架や
掲示（通年）

・図書館リノベーションの方向性の検討（通年）

・ティーンズコーナーの本を30冊購入

・一般書の大活字本を50冊購入〔再掲〕

・大人向けのライフステージ別資料を30冊購入

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・チラシ配架やポスター掲示等（通年）

・磯子図書館の諸事業を広報よこはまや市立図書館
SNS、パマトコ等で情報発信（通年）

・企画展示「もっと知ってほしい！図書館のこと」の
実施（２月）

・告知の工夫による開催事業の周知（通年）

4

図書館資料の充実

・LLブック、点字付き絵本、大活字本を充実させます。

・区民利用施設に提供するライフステージ別資料(今年度は大人向け)の収集を行います。

・ティーンズコーナーを充実させます。

5

利用しやすい図書館サービスの提供

・窓口用タブレットを一台導入し、オンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・チラシ配架やポスター掲示等で電子書籍、雑誌の利用促進に努めます。

・磯子図書館の諸事業を広報よこはま磯子版や市立図書館SNS等で情報発信します。

・月例展示や開催中の展示をわかりやすく告知し、開催事業の周知を図ります。

・図書館サービスをわかりやすく紹介する展示等に取り組みます。

2

読書活動の機会と環境の充実

・地区センターなど市民利用施設4か所で数か月ごとに本のセットを巡回させる「まちじゅう図書館事
業」を実施します。

・小学生や中学生を対象に「夏休み!図書館の仕事体験」等を開催します。

・「本の福袋」や「読書活動推進講演会」等を実施し、本や図書館に触れる機会を促進します。

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業につなげます。

3

読書バリアフリーの推進

・LLブック、点字付き絵本、大活字本等障害の有無にかかわらず楽しめる資料を充実させます。

・読書バリアフリーに向けたリーフレット等の配架や掲示を充実させます。

・サイン表示や案内図の多言語化等を踏まえた図書館リノベーションの方向性を検討します。

目標

1

読書活動事業の推進

・年間を通して計画的に事業を実施し、読書活動を推進します。

・参加者の読書への興味・関心を引き出す体験型事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポに向けた機運醸成のため、展示や関連事業等を実施します。

・定例展示等の方法を改善し、蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・「親子で楽しむおはなし会」や４か月児健診等にお
ける「絵本セット」のPRの実施（通年）

・乳幼児向けの絵本の選び方講座の実施（２回）

・子育てに役立つ本やしつけ絵本などを児童フロアに
設置（10月）

・区局の関係各課と連携した展示（通年）

・本の修理講座（2回）や書架整理ボランティア交流
会（1回）、各種ボランティア説明会等の開催

・磯子図書館利用者懇談会を開催（11月）

・汐見台中学校と連携し、「ポップアップ大作戦」を
実施（3月）

・「市民協働展示」（３回）、「ぬいぐるみといっ
しょのおはなし会＆おとまり会」（11月）、「語りを
楽しむ会」（３月）の実施

・同時に区制100周年を迎える区の図書館との合同企
画展示準備（通年）

・「レファレンス事例作成研修」や「オンラインデー
タベースサービス研修」等への参加（通年）

・「コーディネート力研修」や児童・ティーンズサー
ビス研修等への参加（通年）

・「企画・演出力研修」への参加（7～11月）

・職場内研修や意見交換の実施（12回程度）

・年間を通した業務の振り返りや創意工夫の実施
（通年）

・親子おはなし会（16回）、特別おはなし会（5
回）、おはなし広場（16回）等の実施

・各種ボランティアの活動やその交流会等を実施します。

・磯子図書館利用者懇談会を開催します。

・磯子区内中学校生徒が作成した本のポップ展示等、学校と連携をした取組を推進します。

8

司書職人材育成ビジョンを活用した人材の育成

・司書職人材育成ビジョンを活用して市の強みである司書を育てます。

・人材育成チーフを中心としたOJTに取り組みます。

・司書が専門性を発揮できるよう、業務の効率化を検討します。

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

6

子育て支援に向けた取組の推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け「絵本セット」について、貸出促進を図ります。学校の読み聞かせボランティ
アや保育所グループ等への貸出も積極的に行います。

・子ども向け本の紹介事業「図書館でなによむ?」に取り組み、子どもや保護者が司書に相談しやすい環境を整え
ます。

・おはなし会後の会議室を情報交換や交流の場として開放します。

・子育て支援コーナーを新設します。

・乳幼児と保護者を対象としたおはなし会を定期的に開催します。

・福祉保健課と連携した「おいしいおはなしよみきかせ会」等を開催し、子育て支援に向けた取組を推進します。

7

区役所や地域で活動する様々な主体との連携や協働

・磯子区や他局各課との連携による企画展示を実施し、社会の課題解決等にむけた取組を推進します。

・「市民協働展示」や「ぬいぐるみといっしょのおはなし会＆おとまり会」、「語りを楽しむ会」を実施します。

・令和９年の磯子区制100周年に向けた展示を企画します。


